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　歯学部 に入学 して興味深かった ことの一つ に,教 員のユニ ークさが あった。高校 時代

に もとて も個性 的な先生方がいて,公 私共 々お世話 にな り様 々 な教訓 を得 たが,歯 学部

において も同様 であった。進学課程 時代,小 柄 な身体 のどこか ら出 るのか と思 うよ うな

大声で,学 生の不出来 を叱 りとばす ビール好 きの老教授。初 めて習 う事柄 の難 しさを新

入生 と共有 しよ うと,般 若心経 を諳 ん じるとい う全 く畑違 いな課題 を自らに課す気鋭 の

教員(今 も熱 い講義 を展 開中。感謝 して います)。 理不尽 に怒 鳴 り散 らす か と思 えば,

自らの仕事 を後回 しに して夜遅 くまで学生指導 に付 き合 い,患 者 さんか らの感謝 の言葉

に共に喜 んで くれた臨床教員。多 くの教員 の言動 に悩 んだ り,喜 んだ りしなが ら歯科 医

師の道 を歩 んで きた。中 には 「あの人 のよ うにはなるまい」 と思わせ た反面教師の言動

も,今 の自分 にとって は確 かに,「 な らないた め」 の参考 にな ってい る。色 々な教員 の

言動 を"見 聞 き し",貴 重 な"体 験"を して きた。 「見 る」 「聞 く」 「や ってみ る」 とい う

ことで,小 児歯科学でい えば 「Te11　Show　 Do法 」 を応用 していることになるだろうか。

　今 の専門領域 に進んだ きっか けも,講 義 や実習 での教員 の言動 によるものだ。 ある時,

講義 中に突然入 って きた若手教員が講義 をしていた助教授 に何事 か ささや き,指 示 を受

けて出て行 った。聞 けば,前 日に全身麻酔下 で治療 した患者 さんの容態変化 を伝 えるも

ので,現 状 の確認 とその後の対処につ いて指示 を出 した との ことで あった。全身疾患 を

持つ患者 さんの対応 は重 要で あ りなが ら,誰 で もが容 易にで きるわ けで はない ことや,

その対応 のスマ ー トさに感 心 して,「 歯科」 の 「医師」 を感 じた瞬間 であった。昔 の講

義は教科書 中心で はな く,教 科書 は自分で読む もので,講 義 はそれ に関連 した内容(で

はない人 もい た気 がす るが)を 話 していた。 そんな関連 事項の話 に も興味 をそそ られ,

自らの講座 に誘 って くれ た部活の先輩や教授方 の言葉 を振 り切 って今の講座 に入局 した。

只管がむ しゃ らに,い われ るがまま仕事 をこな した。 時には文句 を言 って議論 し,悔 し

涙 を流 したこ ともあった。少 しずつ考 えて仕事 をす るよ うになってか ら認め られ るよう

になり,今 よ うや く先輩教員 の言葉の意味がわか って きたよ うな気 が してい る。

　 翻 って今,自 分 の講 義や臨床手技 は学生 や医局員に興 味 を与 えて いるだろ うか と,思

い悩む ことがある。大切 だ と思 ってい るか らこそ,厳 しく指導す ることが 多か った。 「誰

よりも怖 い」と言 われ た こともあった。多 くの教員は,昔 に比べ て格段 に増 えてい る種 々

の業務 に対応 しなが ら,教 育 を担 ってい る。 「学生 に何 とか伝 えたい」 とい う思 いは届

いているだろ うか。 「面 白い」 と言 って くれ る学生 が一人 で もいれ ば嬉 しい ことで ある。

幸 いなことに,興 味 を示 して くれ た学生 には,そ の興 味を持続 させ るためにい ろい ろな

話 をす る機会 が得 られ る。 その際 に話す内容 は,臨 床現場 での珍 しい症例や困難 な処 置



内容,成 功例 や失敗例 な どであることが 多い。 しか し,そ の話 の裏打 ちになっている も

のは,先 人達の経験 や行 われて きた数多 くの研究 によって導 き出 された ものである。

　患者 さんの口腔 内の病状 は もとよ り,全 身的 な問題点や心理状態,そ れ らを総合 して

治療中 にどう対応 すべ きか,今 後 の管理 ・予防 にはどうした らいいのかな ど,悩 み考 え

るべ きことは多い。遺伝 子解析 ができる世の 中で あって も,一 人一 人の患者 さんにつ い

て掘 り下 げれ ば,ま だ まだわか らない ことだ らけと もい える。その中で 自ら調べ,考 え

てよ りよい方策 をとろうと努力す ることが大切で ある。調べた り,考 えた りす ることは

時間 もかか り,面 倒 な時 も多い。 しか し,そ のままに しておいて は何 も解決 しない。 さ

ほど考 えな くて もで きることばか りでは,決 して充実感 も達成 感 も得 られないであろ う。

自 らを律す るの は難 しいが,少 しずつ で も何 かにつ いて調べ,考 え,ま とめてい く努力

をす ることが,先 輩教員や今 までの患者 さんへ の恩返 しで もあ り,こ れか らの患者 さん

の治療 や後輩 の指導 に役立つ ことにな るだ ろう。

　 いつ ご ろどこで読 んだ ものだ ったか忘 れ たが,『 後悔 を先 に立 たせて後 か ら見れ ば,

杖 をつ いた り転 んだ り。』 とい う川柳 の よ うな ものを覚 えてい る。後悔先 に立 たず,と

はよ く言 った もの だが,物 事 を始 め る前か ら思 い悩 んでばか りいて も仕方 がない。「見

聞 き」 ば か りで考 えて しま うよ うな ら,取 りあえず 「や ってみ る」 いわば 「Do」 か ら

始 めて もよいだろ う。

　何 か一つ を見て,調 べ始 めてみた ら,今 まで より少 し面 白 く感 じるよ うになるか も知

れない。 「研究」 とい う一見堅苦 しい文字や言葉に臆せ ず,「 わか らないか ら,何 か を見

てみた(あ るいは読 んでみ た)。」 とい うところか ら始 めて もいいだろ う。

人 に興味 を持 たせ るための最 もいい言 葉 は,「 さあ,見 て ごらん」 だと思 ってい る。

(奥羽大学歯学部成長発育歯学講座 小児歯科学分野)


